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地
域
農
業
の
発
展
に
尽
く
し
た

人
を
次
の
と
お
り
表
彰
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。

〈
敬
称
略
〉

■
地
域
づ
く
り
活
動
部
門

安
藤
悦
子（
赤
松
町
）

え
つ
こ

昭
和

年
に「
タ
チ
バ
ナ
」生
活

４８

改
善
グ
ル
ー
プ
を
結
成
。
地
域
農

産
物
を
活
用
し
た
加
工
方
法
や
伝

承
文
化
を
イ
ベ
ン
ト
で
Ｐ
Ｒ
す
る

な
ど
、
地
域
住
民
や
子
ど
も
た
ち

に
食
や
農
の
大
切
さ
を
教
え
る
活

動
を
実
施
し
た
。

平
成
７
年
に
県
農
村
生
活
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
認
定
さ
れ
、
市

内
施
設
で
食
育
に
関
す
る
紙
芝
居

を
上
演
し
、
地
元
野
菜
の
お
い
し

さ
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。
平
成
１８

年
に
は
県
食
育
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
認
定
さ
れ
、
地
元
郷
土
料
理

の
紹
介
や
デ
ザ
ー
ト
作
り
の
講
習

■問
▼
農
務
課

（
緯〈

〉２
２
３
３
）

７１

の
開
催
な
ど
豊
か
な
食
生
活
を
推

進
し
、
地
域
農
業
の
振
興
・
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
た
。

■
営
農
部
門

神
谷
修（
新
田
町
）

お
さ
む

水
田
作
を
中
心
に
耕
作
面
積
を

拡
大
し
、
大
規
模
な
経
営
を
実
施

し
て
い
る
。
平
成

年
に
は
県
米

１０

麦
振
興
協
会
主
催
の
水
稲
品
評
会

に
お
い
て
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
高
い
栽
培
技
術
を
も
っ
て
い
る
。

平
成

年
に
は
認
定
農
業
者
と

１２

な
り
、
平
成

年
以
降
は
あ
い
ち

２０

中
央
農
協
安
城
東
支
店
運
営
副
委

員
長
、
同
営
農
部
会
安
城
東
部
支

部
長
、
同
営
農
部
会
副
部
会
長
を

歴
任
。

現
在
は
、
同
営
農
部
会
長
と
し

て
組
織
を
ま
と
め
な
が
ら
運
営
す

る
な
ど
、
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

■
農
業
青
年
奨
励
部
門

畔く
ろ

栁
真（
里
町
）

や
な
ぎ
ま
こ
と

大
規
模
な
水
田
作
に
加
え
、
施

設
内
で
ナ
ス
を
栽
培
し
て
い
る
。

就
農
後
に
あ
い
ち
中
央
農
協
青
年

部
、
同
営
農
部
会
に
加
入
し
、
生

産
技
術
の
向
上
や
若
手
農
業
者
と

の
交
流
に
積
極
的
に
務
め
て
き
た
。

平
成

年
に
は
県
青
年
農
業
士

２０

に
認
定
さ
れ
、
平
成

年
以
降
は

２１

あ
い
ち
中
央
農
協
青
年
部
安
城
地

区
部
長
兼
同
青
年
部
部
長
、
安
城

農
業
士
会
副
会
長
な
ど
を
歴
任
。

平
成

年
４
月
か
ら
は
里
町
小

２６

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
、
水

稲
体
験
学
習
を
通
じ
て
地
域
の
食

育
活
動
な
ど
に
貢
献
。
今
後
も
地

域
農
業
の
若
き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

市
農
業
賞
受
賞
者
を
表
彰
し
ま
し
た

●
と
き

２
月
７
日
松
午
後
１
時

分
～
３
時

分

３０

３０

●
と
こ
ろ

市
民
会
館

●
講
師

永
田
久
枝
氏（
知
立
市

ひ
さ
え

国
際
交
流
協
会
顧
問
）

●
内
容

講
師
が
実
践
す
る
、
小

学
生
に
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
す
る
楽
し
さ
を
伝
え
る
活
動

に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
す

●
定
員

人（
先
着
順
）

７０

●
申
し
込
み

１
月
７
日
昌
午
前

８
時

分
か
ら
、
直
接
か
電
話
で

３０

市
民
協
働
課
へ

■問
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１

●
と
き

１
月

日
晶
～

日
掌

２３

２５

午
前
９
時
～
午
後
４
時

分（
３０

２３

日
は
午
前
９
時

分
か
ら
）

３０

●
と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容

市
内
小
中
学
生
の
実
験

観
察
研
究
お
よ
び
発
明
・
工
夫
の

作
品
と
、
市
内
小
中
学
校
特
別
支

援
学
級
お
よ
び
安
城
特
別
支
援
学

校
の
作
品
を
展
示

※

日
松
・

日
午
前

時
・

２４

２５

１０

１１

時

分
、
午
後
１
時

分
・
３

３０

３０

時
に
、
優
秀
作
品
の
展
示
解
説

を
し
ま
す
。

●
そ
の
他

公
共
交
通
機
関
を
利

用
す
る
か
、
乗
り
合
わ
せ
で
来
場

し
て
く
だ
さ
い

■問
▼
市
教
育
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
０
１
０
）

７５

小
中
学
生
科
学
賞
作
品
展「
か
が

く
の
ひ
ろ
ば
」、「
あ
し
あ
と
展
」

国
際
理
解
の
集
い「
小
学
生
が
英

語
を
楽
し
く
学
ぶ
た
め
に
」
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●
申
し
込
み
１
月

日
晶
午
前

１６

９
時
か
ら
、
電
話
で
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー（
あ
ん
ぱ
～
く
内
）へ

※
１
人
１
講
習
ま
で
。

■
子
育
て
何
で
も
相
談
広
場「
絵

本
を
え
ら
ぶ
・
絵
本
で
あ
そ
ぶ
」

●
と
き

２
月
５
日
昭
午
前

時
１０

～

時

分

１１

３０

●
対
象

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

●
定
員

組（
先
着
順
）

２０

■
育
児
講
習
会「
L
e
t‘
s
ト
イ

レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

●
と
き

２
月

日
晶
午
前

時

１３

１０

～

時

分

１１

３０
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
講
座

■問
▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉２
３
１
７
）

７２

●
対
象

こ
れ
か
ら
ト
イ
レ
の
練

習
を
始
め
る
子
と
そ
の
保
護
者

●
定
員

組（
先
着
順
）

２５

●
そ
の
他

別
室
託
児
あ
り

■
親
子
遊
び
講
習
会「
親
子
で
遊

ぼ
う
、
わ
ら
べ
う
た
」

●
と
き

３
月
４
日
昌
午
前

時
１０

～

時

分

１１

３０

●
講
師

東
り
つ
子
氏（
わ
ら
べ

ひ
が
し

う
た
講
師
）

●
対
象

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

●
定
員

組（
先
着
順
）

２５

●
と
き

１
月

日
掌
午
前
９
時

１１

～
正
午

●
と
こ
ろ

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

●
そ
の
他

当
日
の
問
い
合
わ
せ

は
緯

〈
９
８
９
２
〉２
９
３
３
へ

０９０

お
願
い
し
ま
す

今
月
の
再
生
家
具
入
札
販
売

■問
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈

〉３
０
５
３
）

７６

昨
秋
、
公
的
機
関
が
５
年
に

１
度
実
施
す
る「
日
本
人
の
国

民
性
調
査
」の
結
果
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
日
本
人

の
自
己
評
価
と
し
て
、「
他
人
の

役
に
立
と
う
と
し
て
い
る
」の

割
合
が
、「
自
分
の
こ
と
だ
け
を

考
え
る
」を
、
昭
和

年
以
降

５３

初
め
て
上
回
っ
た
そ
う
で
す
。

私
は
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、

心
温
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

こ
の
５
年
間
で
、
日
本
人
の

意
識
を
大
き
く
変
え
る
よ
う
な

出
来
事
と
い
え
ば
、
誰
も
が
あ

の
東
日
本
大
震
災
を
挙
げ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
国
民
は
、

想
像
も
し
な
か
っ
た
自
然
の
猛

威
に
直
面
し
、
大
き
な
喪
失
感

そ
う
し
つ

を
抱
い
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、

こ
う
し
た
未
来
へ

の
希
望
に
つ
な
が

る
新
た
な
意
識
変

化
も
生
ま
れ
て
い

た
こ
と
に
気
付
か

さ
れ
ま
し
た
。

日
本
人
は
元
来
、

地
域
の
助
け
合
い

を
大
切
に
し
て
暮

ら
し
て
き
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

お
そ
ら
く
近
代
文

明
以
前
の
私
た
ち

の
祖
先
は
、
こ
う

し
た
自
然
の
猛
威
か
ら
お
互
い

の
身
を
守
る
た
め
に
、「
互
助
の

精
神
」を
大
切
に
さ
れ
、
住
み

よ
い
社
会
づ
く
り
に
尽
力
し
て

こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
今
年
は
、
明
治
用

水
の
計
画
を
立
案
さ
れ
た
都
築

弥
厚
の
生
誕

年
に
当
た
り
ま

２５０

す
。
安
城
は
明
治
時
代
初
期
ま

で
、
不
毛
の
地
と
見
な
さ
れ

「
安
城
が
原
」と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
が
、
多
く
の
先
人
の
互
助

の
精
神
に
よ
り
明
治
用
水
が
開

削
さ
れ
、
そ
の
流
れ
が
今
日
ま

で
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
お
か

げ
で
私
た
ち
の
ま
ち
は
、「
日
本

デ
ン
マ
ー
ク
」と
呼
ば
れ
た
時

代
を
経
て
、
今
日
の

万
都
市

へ

１８

へ
と
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で

と

き
ま
し
た
。

快
適
・
便
利
な
近
代
文
明
の

中
で
は
、
互
助
の
精
神
を
尊
ぶ

と
う
と

機
運
は
薄
れ
た
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、
度
重
な
る
自
然
災
害
を

た
び

機
に
、
今
ま
た
大
切
な
精
神
が

再
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で

す
。都

築
弥
厚
の
生
誕

年
と
い

２５０

う
節
目
に
当
た
り
、
郷
土
の
偉

人
に
感
謝
申
し
上
げ
、
私
た
ち

が
忘
れ
が
ち
な
助
け
合
い
の
精

神
を
大
切
に
し
、
次
世
代
に
伝

え
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
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